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三 重県中部 に お け るイネ科花粉源

（1） 稲花粉の 空中飛散
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A 　Variety　of 　Gramineae 　Airborne　Pollens　in　the　Middle　Area　in　Mie 　Prefecture．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）Dispersion　of 　Rice　Pollens．
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　　　Object：Gramineae　pollinosis　has　occurred 　frequently　over 　the 　last　 lO　years．　It　is
an 　urgent 　necessity 　fbr　our 　allergy 　clinic 　to　determine　the 　source 　of 　airborne 　antigenic

pollens．　For　an 　analysis 　of 　the　Gramineae　pollen，　regular 　pollen　observation 　has　been
performed 　using 　Durham ，

s　pollen　trap 　since 　l987　in　Hisai
，
　Mie

，
　Japan ；and 　the 　pollen

count 　data　 showed 　 an 　 annual 　distribution　pattern　 with 　two 　 or 　three 　peaks ，
　 each 　in

spring
，
　summer 　and 　 autumn ．　This　study 　aimed 　to　identify　the　Gramineae　pollen　source

of 　the　summer 　peak．

　　　Method ： For　airbome 　pollens，　the　major 　and 　minor 　axis 　 of 　pollen　grains　were

measured ．　Thcn，　these　measurements 　were 　compared 　with 　those　of 　the　pollen　sample
from　the　rice　variety “Koshihikari”，　that　is　predominantly　cultivated 　in　the　Hisai　area ．
The　comparison 　was 　made 　with 　the　confidence 　ellipse　of　the　two −variables 　analysis ．

　　　Results： Most　airbome 　pollens　of　the　summer 　peak　were 　almost 　round 　in　shape

and 　about 　45　micron 　in　the　malor 　axis
，
　and 　at　least　80％ of　them 　were 　within 　a　95％

confidence 　ellipse 　given　by　the “Koshihikari” pollen．　During 　the　past　l7　years，　the
heading　date　of “Koshihikari” varied 　from　l7　July　to　31　July，　while 　the　pollen　season

appeared 　in　less　than　7　days　before　or　after　the　heading　date．　Furthermore，　there　was
astatistically 　significant 　positive　correlation 　between　the　rice　yield／10a　and 　the　total

count 　of　airborne 　pollens　during　July　and 　August．

　　　Conclusion： These 　 results 　suggest 　that　a 　considerably 　large　number 　 of 　airborne

Gramineae　pollens　in　mid 　summer 　originate 　from 　rice （Otyza　satiりα L ．）in　the　middle

area 　of 　Mie　prefecture．
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目 的

　近 年 イ ネ科の 花粉 症 は増加傾 向に あ り，わ が 国で は

ス ギ花粉症 に つ い で 頻度 が高 い．原因と な る イ ネ科花

粉源 に つ い て は初 夏 に 開花す る カ モ ガ ヤ，チ モ シ
ー

な

ど の 牧草 が一
般的に 知 られて い る．

　当地 域 の 1987年か ら 2000年 ま で の イ ネ科花粉 の 飛

散状況 で は，年間に 2 峰性 な い し 3 峰性 の ピークが み

られ，第 1の 最大 の ピークは 5月下旬，第 2 の 大きな

ピー
ク は 7 月下旬 か ら 8 月上 旬，第 3 の 小 さ な ピーク

は 9 月 下 旬 で あ る こ と をす で に 報告 し た
ω ．今回は ，

こ の うち第 2 の 夏 の ピーク の イ ネ科 花粉 の 同定 を 行 っ

た．こ の 目的の た め，当地域 の 稲作資料 を調 べ る と と

も に ， 夏 の 空 中 イ ネ 科 花 粉 と イ ネ （Oryza　sativa 　L．）

の 花粉 の 大きさ を比較検討 した．

　 な お イ ネ科 花粉 とイ ネ花粉 の 混乱 を避 け る た め ，今

回は イ ネ花粉 は稲花粉 と表記 した．

方 法

1）空中花粉調査

　空 中イ ネ 科花粉 は，1987年 1月 か ら 1998年 6 月ま

で は 久居市 （三 重県中央 で 津市 の 南西 に 隣接） の 国 立

津 病 院 の 3階 屋 上 で ，1998年 7月 か ら 2003年 12 月

ま で は 1．8km 北 西 の 国立 三 重 中央 医 療 セ ン ターの 8

階屋上 で，前回の 報告
ω と同様 に ダー

ラ ム 型 花 粉 捕 集

器 を 用 い て 数 え ， 1cm2 あ た りの 花粉数 に 換算 した ．

こ れ らの 観測地点は，周囲に 水 田 が 多 く麦 畑 も混 在 し

て い る 地域で あ る．空 中イ ネ 科花粉 の 7月，8 月 分 に

つ い て は 1旬毎 の イ ネ科花粉 飛散 数 に 集 計 し た ，ま た

2002年，2003年 の 7，8 月分 に つ い て は 6．48cm2 に 含

ま れ る花粉 の 大 き さを測 定 した ．児塔 ら
c2〕

の 方法を 参

考 に して ，花粉 の 大 き さを 長軸長 と短 軸長 で 表 わ し，

こ れ らを プ ロ ッ トした 散布図を作 っ た ．花粉の 大きさ

の 測定方法 は，長軸長 と短 軸長 を 顕 微 鏡 下 400 倍 に て ，

接 眼 レ ン ズ の マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

を用 い て 2．5μ 単位で

測定 した．ま た 2003年 に は水 田 に 近 接 した 当病院駐

車場 で，車 の フ ロ ン トガ ラ ス に 両面 テ
ープ を貼 り，7

月 25 日，26 日，31 日，8月 4 目の 8時 30分 か ら 15

時 ま で 空中飛散花粉 を 採取 した ．両面テ
ープを ス ラ イ

ドグ ラ ス に 張り替え て 染 色 し， 上 記 と同様 に 6．48cm2

に 含 ま れ るイ ネ 科花粉 の 数 と 大きさを測定 した．

2）稲 の 栽培品 種 と 出穂 日，稲花粉の 測定

　三 重 県科 学 技 術 セ ン ター農業研究部か ら久居市周辺

の 品種別作付面積 そ の 他の 情報 ， ま た 過 去 17年 の 同

セ ン ターに お け る 奨励品種決定試験で の 出穂 日 （試験

区内 で 抽出 した 穂 数 が 全 体 の 約 50％ に 達 し た 日） の

記録 の 提供を うけ た ．な お こ の セ ン ター
は 久 居 市 の 南

に 隣接 した 一志 郡嬉 野町 に あ る．また コ シ ヒ カ リ の 花

粉サ ン プル を 採取 し て も ら っ た．コ シ ヒ カ リの 花 粉 は

ワ セ リン を 塗 布 した ス ライ ドグ ラ ス に 散布 し，空中イ

ネ 科花粉 と 同様 の 方法 で 染色 し た．100個 分の 花粉 に

つ い て 長軸長 と短軸長 を 測定 し， 散 布 図 を作 成 した ．

ま た そ れ ぞ れ の 平均，標準偏差，長短 軸比，長軸 長 と

短 軸長 の 相関係数 を 計 算 した ．

3 ） 久 居 市 で の 稲 作

　 1987年 か ら 2003年 ま で の 久 居 市 に お け る稲 の 収穫

量，10a あ た り収量，作付面積 は，三 重 県農 林 水 産 商

業 部，農 畜 産 物 供 給 チ ーム の 後 藤 博英氏，馬渕健二 氏

か ら 統計資料の 提供を う けた．

式 1 ．楕円の 中心 か らの 距ee　D2 （マ ハ ラ ノ ビ ス 距 離）
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Sx ：短軸長の 標準偏差

r 　 ：短 軸 長 と長 軸 長 の 相 関 係 数

Y 　：長軸長

マ　：長 軸 長 の 平 均

SY ：長 軸 長 の 標 準 偏 差

式 2 ．コ シ ヒ カ リ の 場合　95％ 信頼 楕 円 の 中 心 か らの 距 ee　D2
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図 1．長 軸 長 （Y ） と短 軸 長 （X ） を用 い た 2 変数 分 析で の 95％ 信頼楕円の 計 算式．
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表 1 ．年間 の 空 中 イ ネ 科花粉 の 総 数， 7 ，8 月分 の 空 中 イ ネ 科花粉数 と コ シ ヒカ リの 出穂 日．

7，8月分 の 空 中 イ ネ科花 粉 数 ／ 。m2
年

年 間 の 空中イ ネ 科

花粉 の 総数／ cm27 ／1〜107 ／11〜207 ／21〜318 ／1〜108 ／11〜208 ／21〜31

コ シ ヒカ リ

の 出 穂 日

1987 170．1 25．4 0．0 17．2 13．3 5．6 10．37 月 22日

1988 122．0 2．5 0．9 6．7 6．2 2，8 6．77 月24日

1989 1229 0．3 0．9 4．3 9．0 11．4 3．47 月 29日

1990 127．6 0，3 0．6 11．1 8，0 7．7 6．87 月21日

1991 143．0 0．9 3．0 13．8 11．7 6．8 2．57 月24日

1992 136．6 3，0 L8 14．8 14．5 9．6 2．17 月28日

1993 120．8 0．6 1．5 12 3．9 6．9 9．97 月31日

1994 149．8 2，8 6．1 14．3 8．7 3．1 8，17 月17 日

1995 176．2 4．6 49 4．6 28．7 13．3 6．87 月 29日

1996 150．2 1．8 2．4 8．0 29．0 9，8 3，17 月27日

1997 139，8 1．8 0．3 11．7 7．4 3，7 7．17 月19日

1998 108．1 09 7．4 14．2 6．5 3．1 1．87 月18日

1999 85，4 0．3 09 14．2 10．1 4．6 2．77 月20日

2000 11α6 1．2 4，6 45．0 4．6 0，6 2，17 月 19日

2001 101，1 0．3 0．6 40．1 5．6 2．1 2．77 月19日

20D2 119．1 0．6 0．6 26．9 20．7 4，0 4．07 月20日

2003 93．1 0．3 0．6 9，9 10．2 1．8 5．37 月23日

1 旬 あた り 10個 ／ cml 以 上 飛散 した 時期 を飛散 盛 期 と して 表 内 の 枠 を グ レ
ー

　L−．二1］で 示 し た．

表 2 ．7，8月分 の 空中イ ネ 科花粉数 と稲 作 状 況．

7， 8月 分 の 空 中イ ネ科 花粉 数 ／ cm2 稲 の 収 穫 量 （t） 収量 （kg ／10a） 作付面 積（ha）

1987 71．8 4，160 441 944

1988 25．8 3
，
770 413 912

1989 29，3 3，850 435 885

1990 34，5 3β30 441 869
1991 38，7 3，740 440 849

1992 45．8 3，920 447 877
1993 24．0 3，370 383 881

1994 43．1 4，400 473 931
1995 62．9 4，310 487 884

1996 54．1 3
，
980 474 839

1997 32．0 3，630 438 929
1998 33．9 3β80 450 751

1999 32．8 3，620 482 751

2000 58．1 3β60 499 734

2001 51．4 3，270 478 684

2002 56．8 3，040 490 620
2003 28．1 2，700 450 600

7，8月分 の 空 中イネ科花粉 数 と 10aあt り収量 との 間 に は相 関 係tar＝O．627， 1 ％水準で 有意 な相関が あ っ た．
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図 2．コ シ ヒカ リ花粉 の 長 軸 長 と短 軸 長 の 散布 図 （A） お よ び そ の 95％ 信頼楕円域 （B）．
　　　　　　 コ シ ヒ カ リ花粉 ；N ； 100 ；

　　　　　　 平均長軸長 ＝45．0± 1．78μ ；

　　　　　　 平 均 短 軸 長 ；　44．1± 2．03μ ；

　　　　　　 長軸／短 軸比 ＝1．02．
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左 図 （2002 年 7 月 21 日
〜8 月 10 日 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま た 右図

（2003年 7 月 21 日〜8 月 10 日 ）で は空中イ ネ科花粉 121 の う ち 93，76 ．9％ が コ シ ヒ カ リ 95％信頼楕

円内 に あ る．

図 3，空 中イ ネ科花粉 の 散布図に コ シ ヒ カ リの 95％ 信頼楕円を 重 ね る．
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4 ）統計学的分 析

　空 中イ ネ科花粉粒 の どれ が コ シ ヒ カ リ由 来の 花粉 粒

で ある か の 判定は ，信頼楕円の 統計学的分析 に よ っ た．

演 算 と 信 頼 楕 円 の グ ラ フ 描 画 は SYSTAT 　 5，2

（SYSTAT ，　Inc） を 用い た．コ シ ヒ カ リ花粉粒の 長軸

長 （Y ） と短 軸長 （X ） の 2変数 が と る正 規確率分布

を前提 に
一

定 の 領域を設定 し，こ の 領域内に 入 る花粉

粒 を コ シ ヒ カ リの 花粉 とみ な した，領域 と して は 95

％信頼楕円を用 い た，楕 円の 中心 か ら任 意 の 点 （X ，

Y ） まで の 確率距St　D2 （マ ハ ラ ノ ビ ス 距 離 と もい う）

は 図 1 の 式〔1）で 表 わ さ れ る，そ して
一

定 の 確率 P ＝

O．95を と る点 （X ，Y ） の 軌跡 （境界線） が 95％ 信頼

楕円で ある．

　 コ シ ヒ カ リの 平均長軸長 45．0μ と標準偏差 1．78μ，

平 均 短 軸長 44．1μ と標準偏 差 2．03μ，長 軸 長 と短 軸 長

の 相関係数 O．787 を式（1〕に 代入す る と式（2）とな る．DE

は 自 由度 2 の X2 分 布 を と り，5％ 有意水準 で の 値 は

5．991 で あ る ，コ シ ヒ カ リの 花粉 の 場合 で は 測 定 値

（X ，
Y ） の う ち 95％ が D2 ≦ 5．991 を と り，信頼楕円

内に ある と期待 され る，

　個 々 の 空 中 イ ネ 科花粉 粒 が こ の コ シ ヒ カ リ 95％ 信

頼楕円の 領域内に あ る か否 か の 判定 は，各花粉粒 の 長

軸 長 と短 軸長 の 測 定値 を式（2）の 右辺 に 代入 し て D2 値

を求 め る こ とで 行 わ れ る．D2 ≦ 5．991な らば 楕円の

線上 ま た は楕 円域内に あ り，コ シ ヒ カ リ の 花粉 と み な

す こ とが で き る．こ の よ うな花粉 の 数 と割 合 を求 め た．

結 果

1） 稲 の 栽培 品種 と 出穂 期

　近年三 重 県久居市お よ び そ の 周辺 で 作付 さ れ る稲 品

種 の 構 成 は，コ シ ヒ カ リが 最 も多 く 80％を占め ，残

りは ミ エ ノ エ ミ，そ の 他 で あ る．コ シ ヒ カ リの 田植 え

は標準 で は 4月下旬で，出穂 は 7月中旬 か ら下旬 で あ

る が，場所 に よ っ て は 早期栽培 が あ り 4月 10〜15 日

田 植え，7月 1G 日 頃出穂 す る．三 重県科学技術 セ ン

ター
農業研究部 で 試験栽培 さ れ て い る コ シ ヒ カ リの 過

去 17年 の 出穂 日 は，7月 17 日か ら 7 月 31 日 の 間 で

あ った （表 1），

2 ）空 中 イ ネ科 花粉数 と コ シ ヒ カ リ の 出穂 日

　 1987年 か ら 2003年 まで の 年 間 の 空 中 イ ネ 科 花 粉 の

総数／cm2 ，7，8 月分 の 旬別空 中 イ ネ科花粉 数 ／ cm
：

お よ び 1987年か ら 2003年 ま で の コ シ ヒ カ リ の 出穂 日

を表 1 に 示 し た．88年，93 年の 7，8月分 の 空 中 イ ネ

科花粉数 は非常 に 少 な く， 旬 別 の 集計 で は 明 ら か な 飛

散盛 期 （グ レ
ー

で 表示） が み ら れ な か っ た，そ の 他 の

年 で は 飛散盛 期 が み られ た．出穂 日が 7月 17日か ら

24 日 まで の 11 力 年 （87年，90 年，91年，94 年，97

年〜2003年） は 7 月下旬 に 空 中 イ ネ科花粉 の 飛散盛

期 が み られ，出 穂 日が 7月 27 日か ら 31 日 の 4 力 年

（89年，92年，95年，96年） で は 8 月上 旬 を 中心 に

空中イ ネ 科花粉 の 飛散盛期 が み られ た ．ま た 飛散盛期

が 始 ま る 日は ， 1989年 の 例 外 を 除 き ，
コ シ ヒ カ リ出

穂 日の 前後 7 日以 内 で あ っ た．1989年 に 限 り，花粉

飛散 は 8月 1 日か ら多 くな る が飛散盛 期 と して は 8月

11日で，出穂 日か ら 13 日後 に 始 ま っ た．

3）7，8月分 の 空中イ ネ科花粉数 と稲作

　93年 は冷夏で 空 中イ ネ科花粉数，10a あ た り収量 共

に観察期間中最 も少 な か っ た （表 2）．ま た 88年 は 空

中イネ 科花粉 数 ， 10aあ た り収量 共 に 2番目に 少 なか っ

た ．7，8 月分 の 空中 イ ネ科花粉数 と稲 の 収穫量 との

間 に は有 意 な相 関 は な か っ た．近 年 稲 の 作 付 面積 は し

だ い に 減少 して お り，こ れ に 伴 っ て 収穫量 も減 少傾向

が あ っ た ，しか し 7，8月分 の 空 中イ ネ 科花粉数 と久

居市 の 10aあ た り収量 との 間 の 相関係 数 は 0．627で あ

り，こ れ は 1 ％水準 で 有意 で あ っ た．

4）稲花粉 と 空中イネ科花粉 の 大き さ

　 図 2 に コ シ ヒカ リの 花粉 100個 の 長 軸 長 と短 軸長の

散布図を示 し た．また こ の 散布図の 上 に 式  で 表わ せ

60

50

ミ
）

曙 40

30

20
　 20 30 40

短 軸 長 （μ）

50 60

図 4 ．駐車場 で 採取 し た 空 中イ ネ 科花粉 の 散

　　布図 に コ シ ヒ カ リ の 95％信頼楕円を重

　 　 ね る，
　　　空中イ ネ科花粉数 ： 7月25日，42 ；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　7 月 26日，108 ；

　　　　　　　　　　　　7月31日，133；

　　　　　　　　　　　　8月 4 日，9 ；

合計 292の う ち 244， 83．6％ が楕円 内に あ る．
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る 95％信 頼楕円域 を描 い た．2002年，2003年 は 7月

下旬 と 8 月上旬 が空中イ ネ科花粉飛散 の 最 盛期 で あ っ

た の で （表 1），こ の 時期 7 月 21 日 か ら 8 月 10 日 の

空中イ ネ科花粉 の 測定値 を コ シ ヒ カ リ花粉 の 大 き さ と

比 較 し た．図 3 に 両 年 の 空 中イ ネ科花粉 の 散布図を示

し， こ れ ら に コ シ ヒ カ リ 95％ 信頼楕 円 を 重 ね た ．
2002年 で は空 中 花粉 280の う ち 225 （80．4％） が 楕円

内 に ，2003年 で は 空中花粉 121の う ち 93 （76．9％）

が 楕 円内に あ った．た だ しこ れ ら 2 つ の 割合 に は，統

計学的な有意差 は な か っ た．

　 ま た 2003年 に 水 田 に 近 接 す る病院駐車場で 採取 し

た 空 中イ ネ 科花粉 に つ い て も同様 に 検討 し た とこ ろ，
空 中花粉 292 の う ち 244 （83．6％） が 楕 円 内 に あ った

（図 4）．こ の 割合 と ， 上 記 2003年 の 8 階屋上 で 採取

した空 中イ ネ科花粉 に お け る割合 76．9％ と の 間 に も有

意差 は な か った ．

考 察

　 イ ネ 科花粉は 種 間 の 鑑 別 が 難 し く， 空 中花粉 の 観察

の み で は 花粉源 を 特定す る こ と は で き な い ．我 々 は 当

地 域 に お け るイ ネ 科空 中飛散花粉の 花粉源を確か めた

い と考 え て ，2002年，2003 年 に 病院周辺 に み ら れ る

稲，麦な ど の 農 作 物，イ ネ 科 の 牧草お よび 野性植物を

同定 す るた め の 標 本 つ く り，ま た生 育状況や 開花状態

の 観察 を 始 め た．春か ら 初夏，秋に は 多種類 の 野 生 イ

ネ科植物 が 観 察 され た．目的 で 述 べ た よ うに，当 地 域

の イ ネ科 花 粉 の 飛散 状況 は 年間に 3 峰性 で あ る が ，今

回 は 第 2 の 夏 の ピーク に 注 目 し，こ れ が稲 由来 の 花 粉

で あ る と推 定 した．こ の 根拠 は 次 の 4点 で あ る．

　 1）8 階 屋 上 の 観測 点 で 採取 した 空 中 花 粉 の 散 布 図

　　 は長 軸 長 45μ を 中心 とす る ほ ぼ 円形 の 花粉が 大

　　部分 を 占め ，コ シ ヒ カ リ 95％ 信 頼 楕 円 域 内 の 花

　　 粉 が 少 な くと も約 80％ と高い 割合 で あ っ た ．

　 2） 過 去 ユ7年 間 で 夏 の 空 中 イ ネ 科 花粉 の 飛 散 盛 期

　　 の 始 ま りは，ほ と ん ど の 場合，稲の 出穂 日 の 1週

　 　 間 前 後 に み られ た ．

　 3） 2003年 の コ シ ヒ カ リ の 出穂 日 は 7 月 23 日 で あ

　　 り，水 田 に 隣接 した 平地の 駐車場で 採取 し た 空 中

　　 イ ネ科花 粉 の 飛 散 数 が 7月 26 日 に 108，7 月 31

　　 日 に 133／6．48cm2 と最 も多量 で あ っ た．

　 4 ）7，8 月分 の 空中イ ネ 科 花 粉 数 と稲 の 単 位 面 積

　　 あ た りの 収量 との 間 に 有意 な相 関 が見 ら れ た．

　 な お 4 ） に 関 し て，表 1 の 1987年の 7／1−10 の 花粉

（25．4） は 明 ら か に 稲 以 外 の 花粉 で あ る．一
般 の 稲 の

作柄 ま た 栽培品種 で は，こ の よ うに 早 く出穂 を み る も

の は な い ．また 気 象 の 記 録 に よ る と，1987年 の 6 月

は 降水量が 平年値 の 42％ で 異 常 に乾 燥 した ．こ の た

め，6月 中旬 に 出穂 す る イ ネ科草種の 出穂 ・開花 が 7

月上旬 に ず れ た の で は な い か と推測 した，そ こ で こ の

時 期 の 花 粉 数 25．4を 削除 して ，夏 の 花粉数を 71．8−

25．4 ＝46．4 と して 再計算す る と，相関係数 は 0．788と

よ り高 い 値 を示 した．しか し， 花粉量 の 変動 や飛散 の

遅延現象 は，気象要因 との 関係 で検討す る余地 が残 さ

れ て い る．

　 稲花粉 に 関す る 空中花粉 の 調査で は，宇佐神 ら は，

1994年 に浜 松 市の 稲栽培中の 水 田 に ダーラ ム 型 花粉

捕集器を設置 し，8 月下旬 に 多 くの 稲花粉が 検出 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　ガ ネバ レ

た こ とを 報告 して い る．栽培品種 は黄金 晴 で，こ の 時

期が 浜松市 に お け る 黄金晴 の 花粉飛散期 で あ る と し

た
（3，．こ れ 以 外 に は，現 在 まで 稲 空 中花粉調 査 の 報告

は な い ．

　 信太 は，全国各地 の 花粉調 査で イ ネ 科花 粉 飛 散 が 春

と秋 の 2峰性 パ ターン を と る こ と，和歌山市で は 3 峰

性 で あ る こ とを指摘 し て い る
ω ．観測 点 の 近 くに 水 田

地帯 が あ れ ば，第 2 ピークに は稲 花粉 が 混 在 して い る

可能性 が あ る，高橋 ら
〔s）

は 1994年か ら 1995年に 山形

県内の 10地 点 で 空 中 花粉 調 査 を 行 い
， 多 くの 地 点で

8月上 旬 か ら 中旬 に か け て イ ネ科花粉 と み られ る ピー

クが あ り，特 に 水 田付近 の 調査 で は花粉数 が多 か っ た

こ と を報告 して い る．

　 稲 の 作 柄 ， 品種 に よ り出穂 期 は 異 な る．当県 で は 地

域 に よ っ て 7 月中旬か ら 8 月上旬 に わ た り出穂 が み ら

れ る．稲 は 出穂 しな が ら開 花 す るの で 出穂 日が 開花 日

で あ る．また 戸 刈 ら
（fi）

に よ る と，稲
一

般 の 開花習性 は，

午前 9〜10 時に 咲 き は じ め 11時頃が 最 盛時 で ，午 後

の 開 花は 稀 と され て い る．今後 よ り多 くの 地 点 に お い

て，空 中 イ ネ 科花粉 源 と して の 稲花粉の 飛散 を 追 試 し

た い と考 え て い る．

　稲 の 花粉 量 を 計 算す る と，一
本の 葯 に 花粉 は 1

，
000

個，1 花に は 6
，000個 ，1　m2 の 花数 は 37，500個 と して

花 粉 は 約 2 億 個 ／m2 と な る．1ha の 水 田 か ら は 約 2

兆個 の 花粉 が生 産 さ れ る こ とに な る．こ の 時期の イ ネ

科野生 植物 と 比 べ る と最大 の 花粉源 で あ る．

　 稲 は 自家受粉植物 で そ の 花粉 は 遠方 へ 飛散 しな い と

され，稲 作 に 携 わ る 人 々 以 外，通常 の 日常生 活 で は 稲

花粉 に さ ら さ れ る こ と は な い と され て い た
〔S）．しか し

今 回 の 調 査 は夏 の 盛 りの 空 中花 粉 と して の 稲 花粉 の 存

在を 無視 す る こ と は で き な い こ と を 示 し て い る，

　 イ ネ科の 花 粉 症 は，当地 域 で は お もに 5月 か ら 6月

に 発 症 す る 例 が大 部分 を 占め，7 月下旬か ら 8 月 に 激

し い 症 状 を 呈 す る 例 は 未 だ 経 験 し て い な い ．し か し，

7月 下 旬 頃 に 鼻症 状 の 増悪 す る例 が 時 に あ り，そ れ が

稲花粉 に よ る もの か 別 の 要因 に よ る もの か 疑わ しか っ

た．イ ネ 科花 粉 症 の 中 で ，稲 花 粉 に よ る ア レ ル ギー
は

非常 に 稀 と さ れ，わ が 国 で は木村 ら
〔7’　s｝

（1970），宇 佐

神 ら
〔9）

（1994），高橋 ら
（5）

（1999） の 報告が あ る の み で

あ る，こ の 理 由 と して ，稲 花 粉 の 抗 原 は 他 の イ ネ 科 植
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物 の 花 粉 抗 原 と は交 差 性 に 乏 し く，独 立 した 抗 原 成 分

と され て い る た め で あ る
〔3）．

　 稲 の 花 粉 症 は
一

般 的 に 知 られ て い な い た め，夏 に 鼻

ア レ ル ギー症 状が あ っ て も，花粉 症 とは 自覚 し て い な

い ま た は 診 断 さ れ て い な い 場 合 も予 想 さ れ る．今 後，

盛 夏 の 稲 花 粉 症 も念 頭 に お い て 鼻 ア レ ル ギー
の 日 常診

療に 役立 て た い と 思 う．
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